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特集―八王子の生涯学習

「
生
涯
学
習
」
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
く
と
、
陶
芸
や
俳
句
の
教
室
に
通
っ
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

し
た
り
…
…
と
、
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
が
新
た
な
趣
味
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
姿
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
実
は
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
人
び

と
の
生
活
の
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
か
か
わ
る
学
び
こ
そ
が
生
涯
学
習
な
の
で
す
。
市
の
施
策
を
追
い

つ
つ
、
生
涯
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
一
端
を
見
て
い
き
ま
す
。

―
み
ん
な
が

　
ま
な
ぶ

　
い
か
す

　
つ
な
が
る

地
域
で
学
び
合
う

 
生
涯
学
習
の
世
界

生
涯
学
習
と
は

　
「
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
市
民

の
７
割
の
方
が
何
ら
か
の
生
涯
学

習
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

こ
れ
を
８
割
に
す
る
目
標
を
立
て

て
い
ま
す
」

　

こ
う
語
る
の
は
、
市
の
生
涯
学

習
施
策
を
統
括
し
て
い
る
八
王
子

市
生
涯
学
習
政
策
課
の
鶴
田
徳
昭

さ
ん
。「
昔
は
行
政
が
準
備
す
る

１
か
ら
10
ま
で
自
前
主
義
の
社
会

教
育
を
展
開
し
て
い
た
の
で
す

が
、
現
在
は
市
民
と
協
働
で
、
よ

り
多
元
化
し
て
い
る
状
況
に
対
応

し
た
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
」
と
続
け
ま
す
。

　

市
に
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の

公
民
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
１
９

６
２
年
の
こ
と
。
市
民
会
館
に
併

設
さ
れ
る
形
で
、
市
民
大
学
や
高

齢
者
の
た
め
の
「
こ
と
ぶ
き
大

学
」、
地
域
の
主
婦
を
対
象
に
し

た
「
婦
人
学
級
」
な
ど
、
市
民
向

け
の
講
座
を
次
々
と
開
設
し
て
い

き
ま
し
た
。
や
が
て
郷
土
資
料
館

や
婦
人
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
同
様

に
各
種
市
民
講
座
が
開
設
さ
れ
、

行
政
の
提
供
す
る
学
び
の
場
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
１
９
９

９
年
に
都
立
図
書
館
跡
地
に
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
ク
リ
エ
イ
ト

ホ
ー
ル
）
が
開
館
し
、
中
央
公
民

館
も
移
設
さ
れ
ま
す
（
公
民
館
は

後
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
統

合
・
改
称
）。

　

そ
も
そ
も
生
涯
学
習
と
は
、
人

び
と
が
生
涯
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る

機
会
や
場
所
で
主
体
的
に
学
ぶ
行

為
す
べ
て
を
指
し
て
い
ま
す
。
趣

味
的
な
学
び
の
ほ
か
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
読
書
、
さ
ら
に
は

学
校
教
育
ま
で
、
そ
の
抱
え
る
範

疇
は
幅
広
い
の
で
、
行
政
内
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
部
署
が
生
涯
学
習
に

か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
行
政
が
用
意
し
て
い

る
場
を
挙
げ
て
み
る
と
、
生
涯
学

年

生
涯
学
習
に
ま
つ
わ
る
出
来
事

１
９
４
９

社
会
教
育
法
制
定

１
９
５
０

八
王
子
市
教
育
委
員
会
発
足

１
９
６
２

八
王
子
市
公
民
館
開
館

１
９
６
６

八
王
子
市
青
年
学
級
開
設

１
９
６
７

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
開
館
／
八
王
子
市
婦
人
セ
ン
タ
ー
開
館

１
９
７
２

八
王
子
市
社
会
教
育
指
導
員
設
置

１
９
７
４

八
王
子
市
市
民
体
育
館
開
館
／
八
王
子
市
教
育
セ
ン
タ
ー
開
館

１
９
８
５

八
王
子
市
中
央
図
書
館
開
館

１
９
８
９

八
王
子
市
こ
ど
も
科
学
館
開
館

１
９
９
０

生
涯
学
習
振
興
法
制
定

１
９
９
３

八
王
子
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
設
置

１
９
９
６

八
王
子
市
南
大
沢
公
民
館
開
館

１
９
９
７

八
王
子
市
川
口
公
民
館
開
館
／
八
王
子
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

「
つ
な
が
る
人
の
輪　
わ
た
し
か
ら
」
策
定

１
９
９
８

は
ち
お
う
じ
出
前
講
座
を
開
設

１
９
９
９

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

２
０
０
１

八
王
子
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

２
０
０
３

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
及
び
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
通
年
開
館
に
／

市
の
社
会
教
育
部
を
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
に
改
称

２
０
０
４

八
王
子
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
策
定
／
八
王
子
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
会
発
足

２
０
０
７

八
王
子
市
公
民
館
条
例
廃
止
、
公
民
館
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
統
合
・
改
称
／
八
王
子
市
生
涯
学
習
審
議
会
を
設
置

２
０
０
９

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
設
立

２
０
１
４

エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子
開
館

八
王
子
の
生
涯
学
習
年
表
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習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
郷
土
資

料
館
、
こ
ど
も
科
学
館
、
市
民
体

育
館
と
い
っ
た
建
物
の
み
な
ら

ず
、
市
民
講
座
や
ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ

ア
講
座
、
文
化
財
の
見
て
歩
き
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
体
育
館
の
一
般

開
放
、
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
を
通
し
て
、
市
民

の
新
た
な
学
び
の
き
っ
か
け
を
提

供
し
、
そ
の
後
の
自
主
的
・
継
続

的
な
学
び
の
促
進
に
努
め
て
い
る

の
で
す
。

市
民
講
座

　

そ
の
１
つ
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
提
供
さ
れ
て
い
る
市
民
講

座
は
、
趣
味
・
娯
楽
だ
け
で
な

く
、
教
養
講
座
や
体
力
づ
く
り
教

室
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
本
誌
Ｐ

５
参
照
）。
こ
う
し
た
講
座
は
、

市
民
講
座
を
管
轄
す
る
学
習
支
援

課
の
職
員
が
常
日
頃
か
ら
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
、
市
民
の
た
め
に
必

要
と
考
え
て
立
案
し
た
も
の
で

す
。

　

中
で
も
人
気
な
の
は
、
中
高
年

の
方
に
向
け
た
講
座
や
夏
休
み
な

ど
に
開
催
さ
れ
る
親
子
で
の
物
作

り
講
座
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
の
使
い
方
を
学
ん
だ
り
、
身

体
を
動
か
す
よ
う
な
講
座
も
定
番

で
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
市
民
講
座
で
は
、
た
だ
求

め
ら
れ
る
も
の
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
集
客
に
苦

労
す
る
テ
ー
マ
、
た
と
え
ば
地
域

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
な

内
容
も
行
政
で
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
語
る
の

は
、
学
習
支
援
課
の
松
井
洋
一
さ

ん
。
市
民
に
と
っ
て
必
要
と
考
え

ら
れ
る
学
び
を
、
硬
軟
織
り
交
ぜ

た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
提
供
し

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

松
井
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
やYouTube

な
ど

で
も
講
座
を
展
開
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
は
実
際

に
会
場
に
来
て
、
集
ま
り
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
と
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

「
休
館
で
は
困
る
」
と
い
う
市
民

の
意
見
も
あ
り
、
リ
ア
ル
な
学
び

の
場
を
提
供
す
る
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。



4

特集―八王子の生涯学習

生
涯
学
習
情
報
の
発
信

　

も
ち
ろ
ん
生
涯
学
習
は
行
政
を

通
じ
な
く
て
も
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
で
す
。
行
政
の
提
供
す
る
事
業

の
ほ
か
に
、
個
人
的
な
勉
強
も
そ

う
で
す
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

サ
ー
ク
ル
活
動
も
立
派
な
生
涯
学

習
で
す
。

　

市
で
は
そ
う
し
た
個
々
人
の
学

習
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
図
書
館
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
特
に
強
く
推
し
進
め
、
電

子
書
籍
を
は
じ
め
と
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
各
小
学
校
で
展

開
し
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
放
課
後
の

居
場
所
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
学

習
支
援
や
工
作
・
ス
ポ
ー
ツ
と

い
っ
た
体
験
活
動
な
ど
、
１
人
ひ

と
り
の
個
性
に
合
っ
た
新
た
な
学

び
の
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
生
涯
学
習
情
報
と
い
え

ば
、「
広
報
は
ち
お
う
じ
」
を
思

い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
実
際
、
紙
面
を
よ
く
見
る

と
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
と

ん
ど
が
市
内
の
生
涯
学
習
に
関
連

す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
紙
の
媒
体
だ
け
で
な
く
、

最
近
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
１
年
に
登
場
し
た

「
は
ち
リ
カ
」
と
い
う
ア
プ
リ
は
、

市
の
企
画
し
た
講
座
の
ほ
か
に
、

い
ち
ょ
う
塾
や
大
学
の
公
開
講
座

な
ど
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
講
座
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
テ

ゴ
リ
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
キ
ー
ワ
ー

ド
な
ど
で
す
ぐ
に
検
索
で
き
、
学

び
た
い
講
座
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
優
れ
も
の
で
す
。

学
び
を
地
域
に
還
元

　

〇
〇
が
で
き
た
、
〇
〇
が
分

か
っ
た
と
い
っ
た
体
験
は
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
な
も
の

と
し
、
人
生
の
生
き
が
い
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
ま
ず
身
近
に
ど
の
よ
う
な

学
び
の
場
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

学
び
が
得
ら
れ
る
の
か
を
知
る
こ

と
は
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
、
講
座
を
無
料
と
し
た
り
、
有

料
で
も
で
き
る
だ
け
安
価
に
す
る

こ
と
で
気
軽
に
学
べ
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
市
内
に
は
、
学
び
の
対

象
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
八

王
子
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
鶴

田
さ
ん
が
抱
負
を
語
る
よ
う
に
、

八
王
子
そ
の
も
の
も
生
涯
学
習
の

範
疇
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
先
に
目
指
し
て
い
る
の

は
、
個
人
で
完
結
さ
せ
ず
、
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
へ
還
元
し
て
い
く

よ
う
な
学
び
の
姿
で
す
。

　

八
王
子
の
生
涯
学
習
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
、
公
民
館
な
ど
で
用

意
さ
れ
た
学
び
の
場
を
き
っ
か
け

に
、
い
く
つ
も
の
自
主
的
に
学
び

合
う
グ
ル
ー
プ
や
研
究
会
が
生
ま

れ
、
地
域
の
仲
間
と
と
も
に
福
祉

や
自
然
保
護
、
消
費
者
問
題
な
ど

の
社
会
課
題
に
も
向
き
合
っ
て
き

ま
し
た
。
決
し
て
楽
し
い
テ
ー
マ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
と

し
た
生
涯
学
習
の
学
び
が
、
新
た

な
学
び
の
扉
を
開
く
き
っ
か
け
と

な
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
新
た
な

出
会
い
を
生
み
、「
よ
り
良
い
八

王
子
」
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
も
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

広
大
な
学
び
の
世
界
へ
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

八王子の生涯学習情報の
調べ方

市広報
講座・イベント情報を

チェック‼

その １

スマホでも気軽に♪

その
３

サークルを探すならココ‼

市ホームページ
（情報広場）

その ２

はちリカ
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講
師

：

川
口
郷
土
史
研
究
会　

瀬
沼
秀
雄
さ
ん

場
所

：�

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
川
口
分
館　

視
聴
覚
室

２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
川
口
な
ら
で
は
の
地
域
密

着
連
続
講
座
。「
川
口
学
」
と
称
し
て
歴
史
、
民
俗
（
獅
子

舞
）＊

、
自
然
の
３
つ
の
講
座
を
開
設
し
、
地
元
で
活
動
す
る

講
師
陣
が
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
。
特
に
川
口
エ
リ
ア
の

方
々
が
、
自
ら
の
足
元
を
見
つ
め
直
せ
る
よ
う
な
学
び
合
い

の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

＊
２
０
２
３
年
度
は
事
情
に
よ
り
未
実
施

　
写
真
提
供
は
川
口
郷
土
史
研
究
会
の
田
中
康
雄
さ
ん

川
　
口
　
学

～
川
口
の
歴
史
を
知
ろ
う
～

「
編
み
物
八
王
子
同
好
会
」
の
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
人
気
講
座
。
今
回
は
ふ
つ
う
の
編
み
棒
よ

り
や
や
長
い
ア
フ
ガ
ン
針
を
使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
講
師
と

３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
受
講
者
を
丁
寧
に
指
導
し
な
が
ら
、
５
日
間
で
作
品

の
完
成
を
目
指
す
。

講
師

：�

日
本
編
物
文
化
協
会
会
員
・
全
国
手
芸
講
師
協

会
会
員　

和
田
キ
ミ
子
さ
ん

場
所

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

学
習
室

編
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
ア
フ
ガ
ン
編
み
で

�

ベ
ス
ト
と
小
物
を
作
ろ
う
～

講
師

：�
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ナ
ー　

金
近
道
純
さ
ん

場
所

：�

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
調
子
を
良
く
す
る
た
め
の
運
動
を

指
南
す
る
講
座
で
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
好
評
の
た

め
、
今
年
度
は
春
、
秋
２
回
、
さ
ら
に
午
前
午
後
１
日
２
回

の
講
座
も
開
設
し
た
。
今
回
は
呼
吸
と
体
内
の
老
廃
物
を
運

ぶ
リ
ン
パ
を
整
え
る
運
動
を
し
、
現
代
人
特
有
の
体
の
ゆ
が

み
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
。

冷
え
解
消
・
温
か
い
体
作
り

～
リ
ン
パ
と
呼
吸
を
自
分
で
整
え
る
～

い

い
ろ
な
市
民
講
座

ろ
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特集―八王子の生涯学習

生涯学習センターへ

生涯学習センター（クリエイトホール）

生涯学習情報や学習機会の提供、交流などの場として、市内には３つの生涯学習センターがあ
ります。「学ぶために、まず何から始めればいいの？」「どんな講座があるの？」「グループで
学習するための場所はないの？」など、学びに関するさまざまな相談に応じています。思い
立ったら、まずお近くの生涯学習センターへ気軽に足を運んでみましょう。
	 ＊写真は八王子市学習支援課提供

よ
うこそ

１
９
９
９
年
中
央
公
民
館
移
設

２
０
０
７
年
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
統
合

❖
…
…
…
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
…
…
…
❖

住
所

：

東
町
５
番
６
号　

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

６
４
８
―
２
２
３
１

❖
…
…
…
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
…
…
…
❖

施
設
内
設
備

　

�

情
報
プ
ラ
ザ
、
ス
タ
ジ
オ
、
調
整
室
、
録
音
編

集
室
２
、
創
作
室
２
、
乾
燥
室
、
陶
芸
炉
室
、

ホ
ー
ル
、
展
示
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
、

料
理
講
習
室
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
和
室
２
、
茶

室
、
水
屋
、
学
習
室
７
、
視
聴
覚
室

❖
…
…
…
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
…
…
…
❖

開
館
時
間

　

９
時
～
22
時

❖
…
…
…
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
…
…
…
❖

休
館
日

　

原
則
と
し
て
毎
月
第
１
火
曜
日
、
年
末
年
始

▲第２学習室

▲ホール

▲視聴覚室

▲展示室

▲試食コーナー

▲レクリエーション室

▶
外
観
（
西
側
）
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生涯学習センター南大沢分館

生涯学習センター川口分館

▲第１学習室 ▲第３学習室 ▲料理講習室

▶
南
大
沢
分
館
入
口

▲第１学習室 ▲第１創作室 ▲和室

▶
川
口
分
館
入
口

１
９
９
６
年
南
大
沢
公
民
館
開
設

２
０
０
７
年
名
称
変
更

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

住
所

：

南
大
沢
２
丁
目
27
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

６
７
９
―
２
２
０
８

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

施
設
内
設
備

　

�

学
習
室
４
、
視
聴
覚
室
、
創
作

室
２
、
陶
芸
炉
室
、
料
理
講
習

室
、
和
室

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

開
館
時
間

　

９
時
～
21
時
30
分

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

休
館
日

　

第
２
月
曜
日
、
年
末
年
始

１
９
９
７
年
川
口
公
民
館
開
設

２
０
０
７
年
名
称
変
更

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

住
所

：

川
口
町
３
８
３
８
番
地

　
　
　

川
口
や
ま
ゆ
り
館
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

６
５
４
―
８
４
５
０

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

施
設
内
設
備

　�

学
習
室
３
、
創
作
室
２
、
視
聴

覚
室
、
和
室
、
陶
芸
炉
室

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

開
館
時
間

　
９
時
～
21
時
30
分

❖
…
…
…
…
❖
…
…
…
…
❖

休
館
日

　

第
２
・
４
月
曜
日
、
年
末
年
始
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特集―八王子の生涯学習

八王子生涯学習
コーディネーター会

市内各所で展開されている生涯学習ですが、八王子には縁の下の力持ちとして
活躍している心強い味方、「八王子生涯学習コーディネーター会」があり、私
たちの学びがよりスムーズになるような活動を続けています。会の取り組みか
ら生涯学習を円滑に進めるコツについて考えてみます。

市民の学びを支えて、つなげる

〝
生
涯
学
習
〟
を
学
ぶ

　
「
八
王
子
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

会
」
は
、
２
０
０
３
年
に
八
王
子
市
教
育
委

員
会
が
主
催
し
た
「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
入
門
・
養
成
講
座
」
修
了
者
の
有

志
が
集
い
、
翌
年
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。
２
０
１
６
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

発
足
の
契
機
と
な
っ
た
生
涯
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
毎
年
初
夏
に

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、

「
地
域
情
報
の
活
用
力
」「
企
画
力
」「
調
整

力
」
を
習
得
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
３
日
間
の
講
座
修
了
時

に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、
修
了
者
の
多
く
が

入
会
し
ま
す
。
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
か
ら
30

代
の
若
手
ま
で
、
参
加
者
の
年
齢
層
は
さ
ま

ざ
ま
。
現
在
、
会
で
は
八
王
子
市
教
育
委
員

会
と
の
共
催
と
し
て
講
座
の
企
画
立
案
に
も

か
か
わ
り
、
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講

師
も
務
め
て
い
ま
す
。

講
座
か
ら
会
の
活
動
へ

　

２
０
０
８
年
の
７
期
目
の
養
成
講
座
に
参

加
し
た
の
が
、
現
在
理
事
長
を
務
め
て
い
る

大
倉
弘
美
さ
ん
で
す
。
当
時
、
主
婦
と
し
て

子
育
て
を
終
え
た
大
倉
さ
ん
が
、
空
い
た
時

間
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

見
つ
け
た
の
が
こ
の
講
座
で
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
と
い
う
と
、
と
っ
つ
き
に
く
い
印
象
が

あ
り
ま
す
が
、「
私
が
入
っ
た
当
時
は
〝
生

涯
学
習
〟
と
い
う
言
葉
が
世
に
定
着
し
始
め

た
こ
ろ
で
、
輝
い
て
見
え
た
ん
で
す
よ
ね
」

と
大
倉
さ
ん
。
現
在
は
、
会
の
運
営
を
担
い

な
が
ら
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
も
し
て

い
ま
す
。

　

養
成
講
座
で
は
修
了
証
は
あ
る
も
の
の
、

何
か
資
格
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
に
は
入
ら
ず
、
自
分
の
や
り
方
で
活

動
を
展
開
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
仲

間
と
と
も
に
活
動
す
る
か
ら
こ
そ
、
生
涯
学

習
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
21
期
生
と
し
て
受
講
し
た

正
名
邦
彦
さ
ん
も
そ
の
１
人
。

　

正
名
さ
ん
は
、
町
会
の
役
員
な
ど
を
務
め

る
中
で
、
も
っ
と
上
手
く
物
事
を
進
め
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
考
え
て
い
た
と
き
に

▲	左から理事長の大倉弘美さん、
事務局長の山中馨さん
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八王子生涯学習
コーディネーター会

市内各所で展開されている生涯学習ですが、八王子には縁の下の力持ちとして
活躍している心強い味方、「八王子生涯学習コーディネーター会」があり、私
たちの学びがよりスムーズになるような活動を続けています。会の取り組みか
ら生涯学習を円滑に進めるコツについて考えてみます。

市民の学びを支えて、つなげる

が
り
が
大
事
に
な
る
た
め
、
各
方
面
に
対
し

て
こ
ま
め
な
対
応
が
で
き
る
方
を
必
要
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
社
会
に
つ
な
が
る
人
を
増
や
す
こ
と
こ

そ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
義
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
会
の
存
在
意
義
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
語
る
の
は
事
務
局
長
の
山
中

馨
さ
ん
。
正
名
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
ら
の
学

び
を
仲
間
と
と
も
に
社
会
に
広
げ
て
い
く
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
の
が
、
八
王
子
生
涯
学

習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
の
役
割
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
は

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
仲
間
を
も
っ
と

増
や
し
、
自
分
た
ち
で
企
画
を
１
か
ら
積
み

上
げ
て
い
く
自
主
講
座
を
よ
り
多
く
展
開
し

の
「
め
か
い
作
り
講
座
」
も
サ
ポ
ー
ト
。
か

つ
て
「
生
涯
学
習
の
集
い
イ
ン
南
大
沢
」
で

開
催
し
て
い
た
こ
の
講
座
を
分
館
と
共
催
と

い
う
形
で
継
続
し
、
毎
回
40
～
50
人
が
応
募

す
る
人
気
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
年
２
回
「
悠
々
楽
習
」
と
い

う
会
報
を
発
行
し
た
り
、
自
ら
が
講
座
を
企

画
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
満
載
の

『
生
涯
学
習
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成

す
る
な
ど
、
生
涯
学
習
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
会
と
し
て
の
自
主
講
座
も
開

催
。
最
近
で
は
、
性
や
介
護
な
ど
、
多
く
の

人
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
た
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
教
員
や
会
社
員
、
市
民
運
動
に

関
わ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
っ

た
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
や
経
験
が
、
自
主
企
画
な
ど
で
も
活
か
さ

れ
、
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

自
分
も
楽
し
み
、�

�

社
会
に
も
つ
な
が
る

　

現
在
、
会
員
は
30
名
。
月
１
回
、
第
１
土

曜
、
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
定
例
の
事
業
推

進
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座
に

参
加
せ
ず
と
も
、
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
た

だ
、
会
名
に
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
あ

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
や
物
と
の
つ
な

講
座
に
出
会
い
、
入
会
し
ま
し
た
。
会
で
学

ん
だ
知
識
や
経
験
だ
け
で
な
く
、
近
所
を
散

策
し
た
際
に
自
然
の
よ
う
す
を
観
察
し
た

り
、
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
り
し
て
得
た
知
識

を
、
勤
務
す
る
会
社
の
社
内
共
有
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
自
治
会
で
の
会
議
で
積
極
的
に
伝
え
て

い
ま
す
。
正
名
さ
ん
は
「
自
ら
学
ん
だ
こ
と

を
周
囲
に
伝
え
て
い
く
、
こ
う
い
う
形
こ
そ

生
涯
学
習
の
本
来
の
姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」
と
語
り
ま
す
。

生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

　

会
の
活
動
は
一
言
で
言
え
ば
、
市
民
の
生

涯
学
習
活
動
の
支
援
で
す
。
た
と
え
ば
、
毎

年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
運
営
や
、
小
学
校
に
出
向
い

て
の
出
張
体
験
講
座
な
ど
を
企
画
、
提
案

し
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
館
主
催

て
い
き
た
い
と
会
で
は
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
あ
く
ま
で
「
学
び
た
い
」
と
い
う
個

人
の
意
欲
で
す
。
大
倉
さ
ん
が
「
こ
の
会
に

か
か
わ
る
こ
と
も
、
自
分
の
生
涯
学
習
と

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
語

る
よ
う
に
、
自
ら
の
学
び
が
自
然
と
心
豊
か

な
社
会
の
創
造
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
そ
ん

な
活
動
を
八
王
子
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
会
で
は
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
八
王
子
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会

　
　

cokai802@
yahoo.co.jp

　
年
会
費　
３
５
０
０
円
（
正
会
員
）

▶	

自
主
企
画
講
座
「
頑
張
り
す
ぎ
な
い
介
護
」
の

よ
う
す

▶	

講
座
を
企
画
・
運
用
す
る
方
必
携
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成

▲	生涯学習フェスティバルに参加した会のみなさん
（左から５番目が正名邦彦さん）



10

市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

題
を
元
に
、
各
自
練
り
上
げ
た
な
ぞ
か

け
を
次
々
と
繰
り
出
し
ま
す
。
手
を
挙

げ
て
「
○
○
と
か
け
て
△
△
と
解
く
」

と
喋
る
と
、
全
員
が
「
そ
の
心
は
」
と

返
し
、
各
々
と
っ
て
お
き
の
解
答
を
披

露
。
そ
の
た
び
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま

れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
一
時
は
月
１

回
集
ま
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
現
在
は
会
合
も
復
活
し
、

少
し
ず
つ
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
顔
を
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
笑
い
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
ま
と

め
た
『
笑
い
の
大
事
典
』
を
作
成
し
た

り
、
お
笑
い
芸
人
を
呼
ん
で
「
笑
い
の

集
い
イ
ン
八
王
子
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、「
高

尾
山
爆
笑
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
称

し
て
山
登
り
を
実
施
す
る
な

ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
「
み
ん
な
で
集
ま
っ
た
後
に

は
、
喉
を
潤
す
一
杯
が
定
番
」

と
語
る
進
藤
さ
ん
。
ユ
ー
モ
ア

を
理
解
し
て
く
れ
る
人
で
あ
れ

ば
老
若
男
女
誰
で
も
会
員
に
な

れ
る
と
の
こ
と
。
メ
ン
バ
ー
、

ひ
い
て
は
周
り
の
み
ん
な
を
巻

き
込
ん
だ
「
一
日
十
笑
」
を
目

指
し
て
、
今
日
も
新
た
な
笑
い

が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

笑
い
を
生
み
出
す
仲
間
た
ち

　
「
ユ
ー
モ
ア
・
ス
ピ
ー
チ
の
会 

八
王

子
」
が
誕
生
し
た
の
は
２
０
０
７
年
３

月
。
八
王
子
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
会
で
立
ち
上
が
っ
た
「
笑
い
の
大

研
究
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
母
体
に
発

足
し
ま
し
た
。
以
来
15
年
以
上
、
毎
月

会
合
を
重
ね
、
現
在
は
約
20
名
の
会
員

が
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

会
を
立
ち
上
げ
た
代
表
の
進
藤
丕は

じ
めさ

ん
は
開
口
一
番
、「
昔
は
神
童

0

0

と
呼
ば

れ
て
た
ん
だ
け
ど
」
と
自
身
の
名
前
に

か
け
た
あ
い
さ
つ
で
ひ
と
笑
い
。
月
１

回
の
会
合
で
は
、
事
前
に
出
さ
れ
た
お

ユーモア・スピーチの会 八王子◆会費：年会費1000円、運営費500円／月
◆活動日：毎月第４土曜日午後
◆お問い合わせ先：shindoh62@yahoo.co.jp（進藤）

▲笑顔の絶えない会のみなさん


